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Ⅰ　研究主意及び副題

地震・津波炎害から命を守り、た‾くましく生きる児童生徒の育成 
～状況に応じて自ら考え、判断し、主体的に行動する力を育てる指導を目指して～ 

Ⅱ　主題設定の理由

平成23年3月11日に起きた東日本大震災では、これまでに想定したことがない未曽有の地震
・津波で、多くの命が奪われたり広範囲に渡ってライフラインが寸断されたりするなど大規模な

災害となった。　　わ

被災地と同じように海辺に位置する高鍋町では、災害から町を守ることは重要な課題で、町内
では河川の堤防の嵩上げを進めたり各学校の施設面での対策も図られたりしている。また、津波

発生を想定した全町的な防災訓練も行われている。

高鍋町の子ども達の命を地震・津波の災害から守る為に、東日本大震災を教訓としながら、本
町の実態に応じた「防災教育」に各学校がどのように取り組むかは、喫緊の課題である。

高鍋町は、「歴史と文教の町」であり、豊かな自然や文化にも恵まれている。高鍋町教育委員

会では、本年度より「子どもがにぎわう町づくり」の一環として、「防災教育」を地域の学校（コ
ミュニティ・スクール）づくりの取組の一つに位置付けている。

「防災」に関して、町内では地震・津波に関する情報をこまめに伝え、地区によっては、子ど

も達にも参加を呼びかけて防災訓練を実施している。

各学校でも東日本大震災の被害状況や南海トラフ巨大地震の被害想定を参考にしながら、「危

機管理体制の整備」「発生時の危機管理対応」などの防災マニュアルを作成し、避難訓練等を進め
てきた。

児童生徒はこ真剣に避難訓練に取り組み、集団的な行動もよくできているが、防災に対する意
識や自ら危険を判断し、主体的に行動する力は、十分に身についているとは言えない面もある。

このような課題を解決する為に、これまで各学校ごとに進められてきた「防災教育」の在り方

を見直し検討するとともに、意図的・計画的な指導を実践する必要がある。
そこで、本研究所では、高鍋町教育委員会の取組に連動して「防災教育」に取り組むことにし

た。これまで進めてきた「ふるさと学習」を防災教育の視点から見直すことは、自らの命を守る
とともに、地域の安全につながるものである。研究の全体構想を作成し、各学校の「防災教育年

間計画」に沿って、「高鍋町小・中学校の防災教育の手引き書」の作成準備や研究授業を実施し
ながら、避難訓練などにも寄与できるようにしたい。

また、学校・家庭・地域が一体となり、一人ひとりの児童生徒に防災意識を育てることは重要

なことである。家庭や地域で被災することも想定し、家族と避難行動や避難場所について話し合
ったり、地域の一員として防災訓練に参加したりして、「状況に応じて自ら考え、判断し、主体

的に行動する力を育てる指導」を通して「地震・津波災害から命を守り、たくましく生きる児童
生徒の育成」を図りたいと考えて、本主題を設定した。

Ⅱ　研究の日模

1　自他の生命の尊さを知り、地震・津波災害から身を守って、将来に向かって共に生きようと

する児童生徒を育てる。
2　災害・防災についての基礎的・基本的事項を理解し、思考力、判断力を高め、迅速に行動する

力を育てる。

Ⅳ　研究仮説

1地域の環境や児童生徒の実態に応じた防災教育を進めるために、各学校の避難訓練をもとに、

教科・道徳・学級活動等と関連づけながら、指導計画の作成・実践に取り組み、小・中学校で連

携して学ぶ体制づくりを進めれば、状況に応じて自ら考え、判断し、主体的に行動する児童生
徒を育てることができるだろう。

2　防災の環境を整備し、各学校の避難訓練や町の防災訓練などを通して、防災体制を確立する

とともに一人ひとりの児童生徒に日常生活の中で防災意識を育てることで、自分の力で危険を

回避し、自らの命を守っていこうとする意志とたくましく生きる力を身に付けさせることがで

きるだろう。
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Ⅴ　研究の全体構想

関係法令等
県教育基本方針

町教育基本方針
郷土を愛し、自信と誇りを持つ子どもの育成

～地域とともにある学校づくりの推進～

地域の実態
児童生徒の実態
保護者の願い

研究主題

地震・津波災害から命を守り、たくましく生きる児童生徒の育成
～状況に応じて自ら考え、判断し、主体的に行動する力を育てる指導を目指して～

研究の目標
1自他の生命め尊さを知り、地震・津波災害から身を守って、将来に向かって共
に生きようとする児童生徒を育てる。

2　災害・防災についての基礎的・基本的事項を理解し、思考力、判断力を高め、
迅速に行動する力を育てる。

研究仮説1
地域の環境や児童生徒の実態に応じ

た防災教育を進めるために、各学校の
避難訓練をもとにし、教科・道徳・学
級活動等と関連づけながら指導計画の
作成・実践に取り組み、小・中学校で
連携して学ぶ体制づくりを進めれば、
状況に応じて自ら考え、判断し、主体
的に行動する児童生徒を育てることが
できるだろう。

研究仮説2
防災の環境を整備し、各学校の避難訓

練や町の防災訓練などを通して、防災体
制を確立するとともに一人ひとりの児童
生徒に日常生活の中で防災意識を育てる
ことで、自分の力で危険を回避し、自他
の命を守っていこうとする意志とたくま
しく生きる力を身につけさ
きるだろう。

研究内容1（研修：全体研究）
○　高鍋町の防災

・　関係機関の講話

○　各学校の防災マニュア
ル

○　高鍋町小・中学校の防
災教育の手引き作成準備
・　防災教育の全体計画

の作成

研究内容2（授業研究）
○　各学校の防災教育年

間計画

○避難訓練の在り方

○研究授業

研究内容3（学習環境整備）
○　防災教育に関する意
識調査・分析
・児童生徒対象
・　教職員対象
・保護者対象

次年度の研究内容
○　高鍋町小・中学校の防災教育の手引書作成
○　避難訓練や研究授業の充実を図る取組
○　家庭や地域と連携した具体的な取組

Ⅵ　研究組織
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Ⅶ　研究の実際

1　防災教育年間計画作成に向けて

（1）講師招碑による研修
ア　講話高鍋町総務課「高鍋町における災害対策と今後の課題」

町の防災の取組について、研究員自身の理解

を深めると共に、関係機関と学校・家庭及び地

域間の連携や組織の在り方を学ぶ為に、町総務

課より講師を招いて研修を行った。以下の講話

内容及び協議で研修を深めることができた。
・町の津波浸水想定とその対策の現状

・町内の学校及び地域における避難訓練の在

り方
・災害を未然に防ぐ為の施設面の充実と町民

の意識 【講師による「高鍋町地勢」の説明】

緊急時の備蓄、学校や地域における避難訓練の取組状況等に関して情報を交換する
こともでき、それ以降の研究推進や研究授業の構想に役立てることができた。

イ　報告県教職員被災地派遣事業参加者「夏休み学校サポート活動」

平成23年8月に宮城県山元町に派遣された転読

町内小学校教諭が資料をもとに、以下の内容を

中心に報告を行った。
・　当時の被災地（被災した学校・地域）の状況

・サポート活動の概要

・　体験・研修してきたことをもとに考える本

・町並びに勤務校における防災教育の課題

被災した現地の教職員や子ども達の様子・声
も聞くことができ、本研究所の取組や各学校に

おける防災教育の取組への意識を高めることの【現地で撮った画像を用いての報告】

できた大変有意義な研修だった。

（2）各学校の防災教育年間計画表の作成
ア　高鍋町の実態把握

町内4校における防災教育の実態を把握するために、各校の防災教育に関する年間

計画を一つの表にまとめた。表を作成するに当たっては、各校で作成された防災マニ
ュアルに掲載されている防災計画の表を参考にした。

イ　「防災教育年間計画表」作成日的・活用の仕方

各校で防災教育に関連する学習がどの時期にどのような内容で行われているかを把

握することで、各校の取組について情報交換を行ったり、4校で共通実践できる内容

を模索したりすることができ、今後の避難訓練や防災教育の方向性を兄いだせるよう

にした。さらに、今後は、発達段階に応じた指導を目指して、計画性及び系統性を考

えた年間計画の見直しに活用していきたい。

（3）避難訓練の在り方
ア　高鍋町の実態

町内4校の避難訓練においては、各校が独自の方法で行っている。津波被害を想定

した最終避難場所は、4校とも同じで、その避難方法はそれぞれに工夫・改善されて

いる。

さらに、共通理解・実践のもとで事前・事後の指導の充実を図る必要がある。

イ　「防災教育の授業で使えるデジタルコンテンツ一覧」作成日的・活用の仕方
′卜中学校の連携を図り、選んだ防災関係資料の中から、児童・生徒の発達段階に

応じた防災教育を推進するために作成した。内容や説明を明記することで、避難訓練
の事前・事後の指導だけではなく、他の教育活動にも活用できるようにした。
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2　防災教育の視点を取り入れた授業実践

（1）小学校における実践（学級活動）　高鍋西小学校1年生

ア　題材名　　　地震がおきたらどうするの

イ　本時のねらい

○　地震発生時の身の守り方を知ることができる。

○　地震発生時に学校内の様々な場所で安全で適切な行動がとれるようにする。

り　研究主題に迫る視点

○　災害とはどのようなものがあるか画像を使って説明し、災害は防ぎようのない現実的な問題であ

ることを知らせる。

○　地震発生時の行動の仕方を、学校内の様々な場所にいる場面を想定して考えさせ、実際に行動の

仕方を訓練させる。

○　地震発生時に落ち着いて行動したことで多くの命が助かった実話を紹介し、実践意欲を高める。

エ　指導過程と児童の実際の様子

転時の展開　　　　　（◎：哉究主馴こ迫る軌頁）

学軌内忽及び学習結納 指導上の船倉点

l　災華について知る。

（地棋・枠蔽・火聯・摘‥）1

2　めあてを鑓組する．

0　災‖て防ぎようのない身近な闘

勉であることむ知らせるが．懐牒

心をJJえすぎないように配慮する瞼

じしんから　いのちそ　よもらう

3　他軌こついて考えるも

・他者がおきたらどうなるカ㌔

4・学ほで地膚が起きたときのこ

とを考える一

・身む甲乙ための行軌の仕方

な唱える1、

（厳崖．国許軋締下、ト√レ、

誇敦、運動場…

・身を守るための行動の仕方

針凱掛打払

（プ　池戊か）娩塵を隠せ．大地が凝月

時の細れを恕捜させることで、他

艶を身近なタ兼のものとして捉え

させる．、

0　草僅内のどの場所によく行くか

考えさせることで、行動の仕方を

イメ一一ジしや一才ぐ∂‘るR

O r班を守る†r好を開け缶　など．

大切なキ・州り…卜を援野し、印綴

りけるt

＠　級塞、蕗下で粟野に行動の仕方

を桝緋する．

感　け軌のIiカがわからないときは、

近くの大人か商学隼の人に騨いて

行動することも押さえる。

おちついて　こうどうすればいめちは　たすかる皇

5　学習をふり竃も．

・　ワークソートに記入うる．

・発表する，

0　地戊が塩きたときに．針分が底

をつけたいことをワークシートに

蘭かせ、学智のふり塩りをiJうき

〔き　諸も、削、て行動することで助か

る命があることを知らせ、畢曹内

容の実践者欲を高めるヨ

麻臨

写好

耳芋類mド

○　災害の写真を提示し

災害の怖さや、地震が

身近な問題であること

を知ったことで、展開

でねらいに迫る活動へ

つなげることできた。

○　実際に訓練すること

で、「頭を守る」「ガラ

スから離れる」などの

キーワードを体感させ

ることができた。

○　授業の感想の中に、

「自分の命は自分で守

る」と書いている児童

がおり、日頃学校で取

り組んでいる安全教育

が生かされていること

を感じることができた。

オ　考察

○　災害の様子や地震発生時の行動を画像や映像を示しながら説明したことで、児童は高い関心

を示しながら学習に取り組むことができていた。時間配分などを考えると資料を精選し、学習

を振り返ることにもう少し時間を使ってもよかった。

○　地震が身近な災害であることを実感させた後に地震発生時にとるべき行動を考えさせたこと

で、真剣に訓練することができており、実践力を育むことにつなげることができた。

○　いつ、どこにいても適切な避難行動ができるためには、今後も本時の内容を継続して指導し

ていく必要がある。
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（2）小学校における実践（道徳）高鍋東小学校4年生

ア　主題名　進んで人のために　4－（2）勤労

イ　本時のねらい

○　社会生活を営む中で、自分にできることを見つけて積極的に働くことの意義や大切さを知
り、社会のために進んで役に立とうとする心情や意欲を育てる。

り　研究主題に迫る視点
○　災害の状況を示した写真・その様子に関する話より、地震災害の恐ろしさ・生活することの

大変さに目を向けさせる。
○　災害の状況を示した写真資料や読み物資料より、「もし、自分がその場所に居たとすると、

どんなことが出来るだろう？」と想像させ、何かできることはあるはずという切迫感のある観

点で考えさせたい。
○　東日本大震災で被災した児童の作文を活用した教師の説話を通して、生きること・人の役

に立つことの大切さを実感させる。
エ　指導過程と児童の実際の様子

5　学習指導過程

崩 �学習活動及び学習内容 �主な那弛予想される児童の反応 �措導上の留意点紙離職 �t約・準備 

苓 �1災害により披音を受け �0　この写真はどんな状況を褒してい �0　阪神淡路大震災の故事の �£帽の状況 

入 �たその様千・状況の資料 �るか分かりますか？ �跡を表す写真を提示し，彦 �・様子を貴 

倉見で話し合う。 �・大きな地属の後の験音の様子か ≠ �し合わせる。 �す写真 t 

12 分 ��、 0この写真を見て－どんなことを感 �◎　地震災害の恐ろしさ・生活 �災害の枚略 醐資料 

じましたか7 �することの大変さに日を向 

・地熟ま大変蜘、。 �けさせたいム 

・みんな一生懸釧こ恥lている。 0生き残った人々が商ったことはど �0災害の大変な状況下でも． 懸融こ鎧き．必死に生きよ うとしている削噌金に触 れさせたい。 0検事の大きさ・日常生活を 

んなことだろうか？ �送る上でも大変な状況にあ 
・鯛や飲み水はどうしたのだろ う． �ることを瑚させたい． 

・寝る場所はどうしたのかな。 0もし．自分がその場所にいたとす �◎　大したことはできないけ 

ると．どんなことができるだろう7 �と．何かできることはある 
・何かのお手伝いをする。 �Ⅰげという観点で考えさせ 

・小学生だから何もできない…。 �たい血 

展 �2　佃戸のふっこう札 �0　生活することの大変きゃrぼくJの �0　範技を閉さながら．場面 �範続の 

関 前 �ばくちの手では綻んで なし▲う ��絵を提示する。 �場面絵 ワークシー 

段 �　ロノ㌧ 0資料の隠護を聞く． ��0　場面掛こよ帽の渡れ・ 

気持ちの変化を感じながら聞きまし �「ぼく岬心梢の変化わか 

】6 �0　心に残った場面を発 �よう． �ませる。 

分 ��0　どんな場面が心に摂りましたか7心 �0　心に残った場面を発表さ 

衰する。 �に残った場面を発表しましょうl �せ．その後の話合いにつな 

0　先生が大便の後始末 �0　畑の錮租餌とやっている �げろ。 0先生に対する轍と．先 

をしているのを鼠てい �先生を見ていがぼくjの気持ちはど �生は腔とは思っていない 

る叩くJの気持ちを考 �んなか7 �のかも推察させたい． 

える． �・先生は拍らしいけど．こんな �0　自分がしていないことへ 

仕事と蟻だと患っていないのかな． �の不安な気持ちと後ろめた 

0必死で絵彬探し回 �・僕もしなくちゃいけないかれ �さも感じさせたい． 0掛、ている子どものために．必 �0　ようやく自分にできる仕 

った昭く岬気持ちを �死で絵本を探し．絵本を見せてあ �事が見つかり．野命になる �ト 

考える。 �げかはく」の気持ちはどんなか？ �lぼくJの気持ちを十分味わ 
・僕も何かしなくて駄 ・僕にできることがやっと見つか った �わせたい。 

展 �3　人のた捌こ鞠きたい理 �0人のことを考えて．闘わしたい牡 �0　実胞調査も元に．人のこ �実像零査 

隋 �由を話し合う。 �事れたい1と思うのはどうしてです か7 �とを考えて鋤きたい理由を �ワークシー 

後 ���うークシートに詳しく臥 �ト 

段 は 分 ��・友達の御こ立ちたいから． �させる． 0ペア学習により発表を聞 き合い．相互沖鏑したり道 徳的傭鮭を自覚させたりし たい， 

終 �4　輔の鋸絶聞く． �0　如本大農炎で凄災した一拍生の �◎　生きること・人の鋸こ立つ �CDラジカ 

未 5 分 ��作文を剛、てみましょう。 �ことの大切さを妾感させた い。 0防災意識・道都J実践力を 高め．細机って終わる ようにしたい。 �セ かtットテ ープ 児i作文 

【展開前段】

【展開後段】

○　高速道路崩壊より地
震の被害の大きさ・恐
ろしさをイメージさせ
ることがやや無理があ
った。

○　何かできることはあ

るはず！の気持ちには十

分浸らせることできた。

○　資料の範託を聞かせ、

人物の気持ち・場面の
状況等を理解させるこ
とができた。

○　児童のワークシート

に朱書きしたことがそ
の後の発表への自信と

となっていた。

○　事前の意識調査の活

用により、自分の気持
ち・思いをよく書けて
いた。

○　ペア学習は効果大で、

学び合い・感じ合いの
跡を、その後の発表よ
り感じた。

○　被災児童の体験作文
は、「防災」を意識させ
る上で効果大であり、
真剣な眼差しで見聞き
していた。

○　被災地訪問の際の資
料も合わせて、有効活
用させることができ、

十分な手立てとなった。

オ　考察

○　終始、防災教育と勤労を意識した。その為に、災害の状況・避難した人々の様子・もしもの
時の対応を考えさせたり、進んで人の為に行動すること・常時の諸活動を想起させたりする
ことを心掛けた。

O「人の為に頑張りたい理由」は普段考えることではないが、事前の意識調査で書いていたこ
ともあり、自分自身をよく見つめたり今後の決意表明的な内容だったりしてよく書けていた。
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（3）中学校における実践（国語科）高鍋西中学校1年生

ア　題材名　流れを踏まえて話し合おう

イ　本時のねらい
○　必要に応じて質問しながら聞き、自分の考えと比較することができる。

ウ　研究主題に迫る視点
○　話し合いの話題を『避難三原則』とし、厳選した資料を提示することで、話題に興味を持

たせ、実際の避難行動を確認させる。
○　自分たちの行動と、釜石の生徒の行動の違いを確認することで、「地震」という身近な災

害から自分の命を守るために、オリジナルの「避難三原則」作成に意味があることを実感さ
せる。

JO　釜石の「避難三原則」を確認し、「prayfbrJapan」という動画を通して、世界中の人々の

考えに触れることで、自分の考えと比較させ、今後の自分につなげて考えさせる。
エ　指導過程と生徒の実際の様子

学習楠摘　　　　　　　胤研究圭凱迫る齢） 

学習潮及び学習桶 �紺の支援 �資針報 

導 �1既習事項を敵する。 �0乱合いのルールを椒する。 �掲示物 

入 �2写真を翫し、「地廣・津軌の絹 �◎話凱興味をもつように、資料を �写真 

時の班行雛考える。 �翫し、実際の遊脈動を舶する。 

展 開 �3学習潤を確射る。 �0生徒とともに学習のめあてを設定 �写真 

乱合いで、細れレ胡三原則を作 成しよう。 �する。 ◎自分たちの欄と、釜石の生徒の 

4、ループでオリジナ噛難三原腋作 

成する。 �‾欄の違いを綿する。 

（1）作成に向けて、釜石の生徒の鮒を �0（2）臥③の括粧つM、班 

提示する。 �で意見を踊しやすいように紺を �ワークシバ 

①釜石のハザードマップ �工夫する。 �臥潮 

②三階に突き刺さった車 �0（2）①・②について軋教師が �憫 

③釜石の奇跡． �アドバイザーとなって支断る。 �巻き物 

（2）ループで班三脚は作成する。 �・欄こ卯る。 �（ヒ州 カード 

①情報を扱枇自分の考えをまと �・必要に応じて、ヒントを与える。 

・める。 ②ループで頚別をまとめる。 ③考えを共有する。 �・生徒のつぶやきを大姉する。 ◎釜石の鳩配馴山を轍する。 

腰の意見を黒粧掲示し、発表し合う ��踊 

5学習のまとめをする。 ��鋸脚 

終 末 �6自己評断る。 0関心・意欲をもち、めあてを意凱 �0①、②について、その達成率を自 �ワークシート 

て学習できたか。 ②めあてに迫ることができたか。 �己翻させる。 

○　パワーポイントを用
いて効果的に資料を提
示することで、生徒の
興味・関心を喚起させ
ることができた。

○　学習課題を生徒と設

定することで、本時の
流れを生徒が理解する
ことができた。

○　助言が書かれた巻物

を参考に、リーダーシ

ップ・メンバーシップ

を発揮し意欲的に話し
合いに取り組む姿が見
られた。

○　話し合いのルールの

もと個人の意見が班の
意見に反映され、言語
活動の充実が図れた。

○　考えを共有する場面
では、すべての班が、

根拠を踏まえて班の意
見を発表することがで
きた。

○　動画は、「相手の考
えを聞く」という国語

科のねらいと、「防災
意識の向上」という防
災教育にもつながった。

オ　考察

O　「防災」を国語科で取り上げるにあたって、国語科のねらいから視点がそれないように意
識した。そのために、『避難三原則』を話し合いの話題とし、考えの根拠となる情報がその
まま防災知識となる資料を厳選した。そうすることで、国語科で身につけたい力である「書
く力」、「読む力」、「話す・聞く力」の向上だけではなく、「防災意識の向上」にもつな
がるように心掛けた。

○　授業後の自己評価では、「関心・意欲をもち、めあてを意識して学習できましたか。」・
「めあてに迫ることができましたか。」というどちらの問に対しても、全員が「達成できた」

という結果になった。
○　授業後の感想に、「同じ話題について考えても、人それぞれ考えは違うのだと思った。し

かし、自分の考えと相手の考えをまとめることで、より良い考えになるのだと実感した。
これで、自分の命も今まで以上にしっかり守れると思う。」というものがあった。今後、各

教科における、「防災教育の在り方」を考えさせられた。
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（4）中学校における実践（学級活動）高鍋東中学校1年生

ア　題材名　　津波から逃げるために

イ　本時のねらい

○　津波から正しく、安全に避難する方法や心構えを理解させる。
O「自分の命は自分で守る」という意識をもたせ、避難に対しての実践的な態度を育てる。

り　研究主題に迫る視点
O　「高いところに逃げる。」「自分から進んで逃げる。（率先避難）」「津波のことを知って備

える。（避難訓練の大切さ）」「最善を尽くす。」を確認する。
○　避難する際、第2避難所到着が無理な時を考えさせる。

エ　指導過程と生徒の実際の様子

百亘 �娘機綱■　　　　緒 �二組矧こせた �ヨ凝 �点き 

一両醸踊輔醜 ���濾 �姐　　鮪や願 

蚕 �■1酢蛸汲醜凄施 �卜的鵬や＋上 皇 

人 相 担 要 雇 主 ミ l 享溜 ��組資あ団 
一拍掛都噛紳瞞離 �■　掛醸詩 �離楯網蛙車齢醗番 

馳　　　　鯛離蕃敬一こ鳶凝酢摘琴等 　　　　　　　　　十 

紺鯨醸掛晦 �1 1 

塵紙裾鵬適齢離 �聴醜漸減醜揖鳥　　－ 

一打紳鵬尉番目路沌 �j 

羞 ロ鰯凋酎聯紳樟抑鍼を 

糎仏 融か東狛純柊細賦欄 �緋鯉略 ���か脚章二岳 

娩踊蔓 

骨ゆ細‾再 

招蹄磯娘略服髄
凱離嘲噺粍

頼再桝欄鰍闇噛
射場師シミュトション締

る．酬磯路服剖こ
隠儲馳醐醍
狛緋鯉糎輔爾
え、そ鴫酢雛紙

粧雛抽櫛浄離朗
紬鯛凝狙路

媚場数離那離組
削．

昏　秘礪凝新緑凋

騨ら軌で遷路挿瀾…

礪翫舶如髄姐凋

閥蠣潮凋離別
甑欄鯵飛。

鋸緋断酢狙弼獅
髄を†与．

琶糎予酢蛸担雌紬
紺駅紬梢如輔沌

普駅あるこ離慮縞乳

⑳顔二線指増離離鯛
を鵜させると

針敵組植濃紺絶

【展開前段】

【展開後段】

【終末】

○　釜石の津波映像を見
ることにより、生徒た
ちが津波の恐ろしさを
感じ取ることができた。

○　県の南海トラフ被害

想定資料の提示により、
巨大地震の起こる可能
性があることを理解し、

津波を自分の地域のこ
ととしてとらえること

ができた。

○　気象庁が出している
DVD「津波から逃げる」

を見せて、釜石の子供
たちの避難を参考に考
えることができた。避

難する際のポイントが
理解できた。

○　津波から避難するた
めのシミュレーション

では、津波避難ビルを
参考に、高いところに
逃げようとする生徒も
いた。

○　授業の振り返りでは
「率先避難」「高いと

ころ高いところに逃げ

る」という意識が生徒
の感想からたくさん出

ていた。

○　さらに、「家族と一

緒に避難について考え
たい」や「避難する際
の他の道も考えていき

たい」という発展的な

考えをする生徒もいた。

オ　考察

○　指導過程の流れは悪くなかったが、津波についてじっくりと生徒たちに考えさせるにはも
う少し時間があったほうが良かったと思う。できれば2時間で取り組めるとさらに深まりが
あったと思う。

○　学校から避難場所までの避難経路を確認し、避難するまでの過程をシミュレーションでき
たことは、2月に予定されている津波の避難訓練への意識を高めることになった。

○　学級通信で授業の様子を紹介すると、「家族で避難する際の約束事を決めている、または
決めた」などという返信が返ってきた。家族で防災について考えるきっかけになったと考え
る。
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3　アンケート調査

（1）　目的

町内小・中学校の抽出した児童生徒・保護者及び教職員に、防災（地震・津波災害）に

関わる実態調査を実施することで、より実態に即した研究内容とし、研究推進に向けた問

題点と課題を把握することを目的とする。

（2）　調査概要

ア　対象

児童生徒…高鍋東小学校・高鍋西小学校1～6年抽出学級児童　　319名

（全児童　1127人）

高鍋東中学校・高鍋酉中学校1～3年抽出学級生徒　187名

（全生徒　　615名）

保護者…高鍋東小学校・高鍋西小学校1～6年抽出学級保護者　289名

（全保護者　864名）

高鍋東中学校・高鍋酉中学校1～3年抽出学級保護者　157名

（全保護者　556名）

教職員∴・高鍋東小学校・高鍋西小学校教職員　56名　　　（全職員　　　75名）

高鍋東中学校・高鍋酉中学校教職員　38孝．　　（全職員　　　64名．）

イ　期日

児童生徒・・・10月上旬　　　　保護者…10月下旬　　　　教職員…11月上旬

（3）　調査内容

児童生徒「地震が起き津波が来そうなとき、高鍋町内でより安全な場所を知っています

か。」他3項目。

保護者「ご自分の子どもと、避難場所・避難経路を確認されていますか。」他3項目。

教職員「これまでのご自身の防災に対する指導は十分だと思いますか。」他5項目のア

ンケート調査を実施した。

（4）　アンケート調査の結果

ア　児童生徒

「地震が起き津波が来そうなとき、高鍋町内でより安全な場所を知っていますか。」
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イ　保護者

「ご自分の子どもと、避難場所・避難経路を確認されていますか。」

ウ　教職員

「これまでのご自身の防災に対する指導は十分だと思いますか。」

i �ユ…∵羊∫jデてLk÷二喪 �翫十分である ・ある程度十分 ■十分でない 
1石M 

■：‾≡一彗野 

‡ �さ 

0％　　　20％　　　40％　　　60％ �80％ �100％ � 

（5）　考察

「地震が起き津波が来そうなとき、高鍋町内でより安全な場所を知っていますか。」の

質問には、小学校高学年以上は9割近くの児童生徒が知っていると答えた。これは「校

内での安全な場所を知っているか。」の質問よりも高い数値であった。児童生徒は地震・

津波が来たら、「とにかく高いところに逃げる。」という意識があると考えられる。その一

方で、小学校低・中学年の児童は、6割程度しか町内での安全な場所を知らない。加えて、

小学校低学年の保護者は、「ご自分の子どもと、避難場所・避難経路を確認されています

か。」の質問に「はい」と答えたのは6割にとどまった。これらの結果から、発達段階に

合わせた避難の仕方を指導することの重要性とともに、保護者にも子どもと地震・津波に

ついて話し合うように啓発していかなければならないことが分かる。また、持出晶や備蓄

晶の準備も2割程度にとどまっているため、それもあわせて啓発していかなければならな

いと考える。町内4校の教職員のうち、7割以上は防災に関する研修を受けたことがある

にもかかわらず、小学校では4割以上がイ自身の防災の指導は十分でない。」と答えてい

る。「様々な場面を想定しての避難訓練をするべきである。」「町内をあげての避難訓練が

必要である。」といった意見も多く寄せられた。町内の教職員の防災意識の高さが伺える

とともに、さらなる防災教育の研修が望まれることが分かった。
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Ⅷ　研究の成果と課題

1　研究の成果

○　実践的な避難行動を目指して研究主題を設定することで、地震・津波の発生メカニズム

や自分の住む地域の地理的条件を学び、災害発生の際、具体的にとう行動すべきかを、小
・中学校それぞれの発達段階に応じて、教科・道徳・学級活動の授業や避難訓練を通して

指導することができた。

○　町総務課より講師を招き、町の防災対策と今後の課題を聞き、防災に対する実態や情報

を把握できた。授業で使用できる資料もあり、小・中学校における指導の充実を図ること

ができた。また、東日本大震災の被災地派遣者の報告で、、現地の状況やサポート活動を知

り、防災教育に取り組むための意識を高めることができた。

○　町内小・中学校の防災マニュアルを照らし合わせることで、各学校の「防災教育年間計

画」を把握し、今後の避難訓練や防災教育の方向性を兄いだすことができた。

○　抽出した児童生徒・保護者及び教職員対象ではあるが、地震・津波に関するアンケート

調査をすることで、防災に対する意識や備えについての傾向を知ることができた。

2　今後の課題

○　研究内容を各小・中学校の教育活動にどのように反映させていくとよいかの検討が必要

である。各学校の防災マニュアルをよりどころとして、「防災教育年間計画」や「避難訓

練の在り方」を教育課程内に無理なく組み込むために、町校長会等に相談し、改善を図る

ための検討の場を設けて防災教育の充実を図りたい。

○　教職員の防災に関する研修会や町内の防災に関する最新の情報等の入手についてのニー

ズもあるので対応が急がれる。また、各学校の防災教育に関する資料や情報を共有化し、

活用しやすくすることも必要である。

○　防災教育に関する児童生徒の変容を見るために、アンケート調査資料内容の検討をさら

に進めるとともに、保護者・教職員のアンケ∵ト調査結果を報告し、活用を図っていきた

．い。

○　学校と家庭・地域・関係機関の連携を進めるために、防災教育に関して具体的な取組内

容を設けて実践化したい。情報の発信などにも努めたい。
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